
 

道徳科学習指導案 中学校〜家族の幸せを願い生きる道徳科授業〜 
 

 本時の指導 

（１） ねらい 

家族を敬愛し，家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築こうとする態度を養う。 

 

（２）本時の展開 

 
学習活動（主な発問と予想される児童の意識） 指導上の留意点 

 

 

導 

入 

 

5 

分 

 

１． 家族とのかかわりについて知る。 

T：家族とのかかわりの中で、「許せない！」と思う

ことはありますか。次の 4つから選びましょう。 

 

【選択肢集計】       

 
 

1.言ったことを覚えていない 

2.ときどきボーッとして、話を聞いてくれない 

3.イライラをぶつけられる 

4.やっていないことを疑われる 

 

〇クラスの集計結果から考える。 

・覚えていないってことは適当に聞いているってこ

と。 

・やっていないのに疑うことは家族でも失礼。 

・イライラをぶつけられることがよくある。 

 

 

２． 本時の課題を捉える 

T：「認知症」という病気を知っていますか。 

  実はこういった症状で悩んでいる人がいます。 

【エーザイ様のスライド】 

 

 

 
 

 

 

 

・実態に応じて、いきなり否定的な 

話から入るのではなく、家族の楽 

しい部分から触れてもよい。 

（家族構成等に配慮が必要な児童 

がいる場合は注意する） 

 

【オクリンクプラス操作】 

・選択肢集計のカードを設定する。 

・集計を表示する。 

・クラスの傾向を視覚化する。 

 

 

・日常生活の中で起きうる場面であ 

ることを捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・症状＝認知症といういたずらな理 

解とならないように資料を扱う。 

 

 

 

・「病気」であることで、自己の心 

情に変化が生まれることに気付か 

せる。 

 

 

・症状やかかわり方について、理解 

が不十分であることを捉え、本時 

の課題へとつなげる。 

 

 

・「認知症」の人とのかかわり方で 

はなく、それらを含めた家族の幸 

せについての学習とする。 



 

 

T：また、認知症と分からなかったり、認知症でなか

ったりしても、同じように困っている人がいます。家

族にこのような症状が見られたとき、先ほどと同じよ

うに許せないですか。 

・病気なら仕方ない。 

・許してあげるべき。 

・むしろ助けてあげるべき。 

・我慢しなければいけない。 

補：みんなが我慢することは幸せになりますか？ 

 

 

T：家族みんなで幸せに生きていくためのヒントを、

みんなで考えていきましょう。 

 

 

 

 

展 

開 

 

35 

分 

 

 

 

３． 動画教材を視聴して考える 

 

 

 
 

T：教材を見た感想を話し合ってみましょう。  

・好きだったおばあちゃんに間違えられたら悲しい。 

・病気だと知らなかったら怒っちゃう。 

・わざとじゃないなら仕方ない。 

・おばあちゃんも困っているんだと思った。 

・それでも実際にあったら悲しいと思う。 

 

 

T：この家族は動画の後、どんな思いで生活していく 

のでしょう。 

・おばあちゃんが認知症で困っているかもしれないか 

ら、自分にできることをして助けてあげたい。 

・自分がいやなことがあっても、相手のことをきちん 

と知るようにしたい。 

・おばあちゃん以外にも困っていたら助けてあげた 

い。 

 

 

【オクリンクプラス操作】 

・視聴前に、スライド 1で簡単に 

人物紹介をしてから、動画視聴に入る

とよい。 

・先生用スライドの動画リンクから 

モニター等に投影して視聴。 

 

※スライド６のピン集計用のカード

は使っても使わなくてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

・病気か否かに関係なく、家族とし 

て寄り添う生徒の姿についても価 

値付けをする。 

 

 

 

 

 

・「病気だから」という視点はもた 

せず、「困り感」をもっていると 

いう範囲で意見が出せるようにす 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族みんなで幸せに生きるために自分ができることは？ 



 

終 

末 

10 

分 

４． 家族の幸せについて考える。 

 

T：授業前と授業後で気持ちや考えはどう変わりまし

たか。 

そして、これから家族みんなで幸せにくらすためには

どんなことが大切か、考えてみましょう。 

 

カード提出 

 
 

・家族が困っていたら、病気に関係なく助ける。 

・嫌なことがあってもすぐに怒らず、相手を分かろう 

とする努力をする。 

・家族みんなが幸せに過ごせるように寄り添い合って 

生活する。 

・その家族が困らないように、自分にできることを探 

して助け合っていく。 

 

５． 全体で話し合い、共有する。 

 

６． ゲストティーチャーの説話を聞く。（動画） 

内藤様の動画 

 
 

【オクリンクプラス操作】 

・スライド７のカードを配布 

・みんなの広場でタブを作る。 

（可視化しない場合は提出 BOX） 

・キーワード集計機能による 

テキスト分析（必要に応じて） 

◆家族の幸せのために、自分の立場 

からできることや、大切にしたい 

気持ちについて考えている。 

（発言・カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オクリンクプラス操作】 

・スライド 8の動画リンクから 

モニター等に投影して視聴。 

・メッセージ動画（約 4分）のあと

に、家族の幸せを考える約 2分の特別

動画が入っているが、視聴については

授業時間に合わせて調整可。 

 

・医療的な側面から、家族の幸せに 

向けた具体的な行動について視点 

が生まれるようにする。 

 

 

 

最 

後 

に 

７． 「家族の幸せ発見カード」を配布する。 

T：家にカードを持ち帰って、家族で幸せにくらして

いくために頑張りたいことを、おうちの人と話してカ

ードに記入しましょう。 

 

・「家族の幸せ発見カード」を 

あらかじめダウンロードして、 

配布数分、印刷しておく。 

 

・一時的な学びとならないよう、継 

続的に取り組める学習へとつなげ 

る。 

 

◆家族の幸せを願い、自己にできる 

ことを進んで見つけようとしてい 

る。 （家族の幸せ発見カード） 

 

 

（３）評価の視点（道徳科における児童の学習状況及び成長の様子についての評価） 

・家族の幸せのために必要なことや、気持ちについて考えている。（発言・カード） 

・家族の幸せを願い、自己にできることを進んで見つけようとしている。（家族の幸せ発見カード） 

 

 

 

 



 

資料 「家族の幸せ発見カード ～めざせ！優しい名探偵～」 
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